
資源のない日本、
将来のエネルギーの姿に関する講演
in 岐阜 化石、再エネ、原子力エネルギーのベストミックスの実現に向けて
平成28年5月13日（金）　会場：長良川国際会議場

平成26年4月に新しい「エネルギー基本計画」が閣議決定され、昨年7月には「長期エネルギー需給見通し（エネルギーミックス）」が取りまとめ
られました。経済産業省資源エネルギー庁では、日本におけるエネルギーの現状や将来の姿について、さまざまな地域の住民の方々を対象に、
化石エネルギーや再生可能エネルギー、原子力等のエネルギーミックスに対して、ご理解を深めていただくために講演会を開催いたしました。

基調
講演

諸
外
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
事
情
と
、
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ケ
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寛
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氏 

（
マ
ト
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シ
エ
イ
ツ
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L
P
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表
）

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

私
は
事
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、発
電
を
は

じ
め
と
す
る
設
備
型
産
業
の
現
場
改
善
活
動
を
し

て
き
た
が
、社
会
に
信
頼
さ
れ
る
企
業
に
な
る
に
は
、

現
場
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、現
場
と
社
会
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
は
日
本
、韓
国
、中
国
、イ
タ
リ

ア
、ド
イ
ツ
、フ
ラ
ン
ス
、イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

が
載
っ
て
い
る
。こ
の
情
報
は
市
民
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
う

る
の
か
。そ
れ
が
今
日
の
大
き
な
問

い
か
け
だ
。

そ
の
た
め
に
振
り
返
る
こ
と
が
あ

る
。私
た
ち
の
電
気
は
何
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
来
た
の
か
。「
石
油
73
％
、原
子

力
1
％
、水
力
17
％
、L
N
G
1
％
」と

い
う
電
源
構
成
が
あ
る
。こ
れ
が
ど

こ
の
国
の
も
の
か
と
い
う
と
、日
本
の

1
9
7
3
年
の
電
源
構
成
だ
。石
油

依
存
率
が
非
常
に
高
く
、オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
は
大
き
か
っ
た
。そ
こ
で
ほ
か
の
電
源
を
徐
々

に
増
加
、
原
子
力
で
代
替
し
て
き
た
。
さ
ら
に

L
N
G
、石
炭
、新
エ
ネ
、再
生
エ
ネ
と
多
様
化
が

進
ん
だ
。エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
短
期
で
激
変
す
る

I
T
等
の
産
業
と
は
異
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
急
激

な
変
化
が
大
の
苦
手
だ
が
、福
島
の
事
故
以
降
、

L
N
G
発
電
が
約
4
割
に
、原
子
力
は
一
時
的
に

0
％
と
な
っ
た
。

2
0
1
5
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で「
電
力
コ
ス
ト

上
昇
に
よ
る
負
担
を
ど
こ
ま
で
許
容
で
き
る
か
」

の
問
い
に
対
し
中
小
企
業
の
約
半
数
が「
許
容
で

き
る
の
は
1
円
未
満
」と
答
え
、雇
用
や
設
備
投

資
抑
制
の
声
も
あ
る
。こ
れ
に
対
し
電
力
自
由
化

な
ど
の
大
胆
な
改
革
を
す
る
な
か
で
、日
本
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、電
源
ご
と
の
強
み
が
最
大
限

発
揮
さ
れ
補
完
し
あ
う
組
み
合
わ
せ
を
追
究
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
他
国
で
は
大
胆
に

変
っ
た
の
か
。ア
メ
リ
カ
の
グ
ラ
フ
で
わ
か
る
よ

う
に
、数
年
刻
み
で
は
な
く
50
年
刻
み
で
見
て
こ

そ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
変
化
が
わ
か
る
。



エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
へ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
３
つ
の「
Ｅ
」、
安
定
供

給（Energy Security

）、
経
済
効
率
性
の
向
上

（Econom
ic Effi

ciency

）、
環
境
へ
の
適
合

（Environm
ent

）と
、
１
つ
の「
Ｓ
」、
安
全
性

（Safety

）を
基
本
的
な
視
点
と
し

て
い
ま
す
。
我
々
は
、
こ
の「
３
E

＋
S
」を
同
時
に
実
現
す
る
た
め

の
、
望
ま
し
い
将
来
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
の
姿
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
、
昨
年
７
月
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
を
策
定
し
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現

に
向
け
て
、各
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

ご
と
に
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

き
ま
す
。省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、今
回
の
目
標
で
あ
る
石
油

危
機
後
並
み
の
大
幅
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
改
善（
35
％
削
減
）を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る

の
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

産
業
界
の
み
な
ら
ず
一
般
の
御
家

庭
で
の
取
組
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
は
、
最
大
限
の
導
入
拡
大
と
、

国
民
負
担
の
抑
制
を
ど
う
両
立
さ

せ
て
い
く
か
、
と
い
う
課
題
が
あ

り
ま
す
。

原
子
力
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
依
存
度
の

低
減
を
図
る
一
方
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提

に
、
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て
利
用
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
低
炭
素
化
、

低
廉
か
つ
安
定
的
な
資
源
の
確
保
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。

現
実
的
か
つ
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
構
造
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
は
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
注
力
し
原
子
力
を
や
め
て
い
る
が
実

は
メ
ジ
ャ
ー
な
電
源
は
石
炭
で
42
％
と
圧
倒
的

だ
。1
9
7
0
年
以
降
ド
イ
ツ
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

計
画
法
に
よ
り
原
子
力
を
推
進
、比
率
が
14.8
％
に

な
っ
た
が
、脱
原
発
に
舵
取
り
し
た
。

そ
こ
で
新
た
な
発
電
に
は
設
備
投
資
が
必
要
に

な
る
の
で
、ド
イ
ツ
政
府
は
計
画
段
階
か
ら
立
地

地
域
の
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。一
例
が「
送
電
網

新
設
時
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
」で
、自

分
の
街
に
送
電
網
が
で
き
る
こ
と

の
理
解
促
進
を
目
的
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
住
民
が

計
画
に
参
加
し
具
体
的
に
協
議
す

る
こ
と
が
重
要
で
、行
政
機
関
は

住
民
の
知
り
た
い
ト
ピ
ッ
ク
に
答

え
、
環
境
団
体
も
活
用
す
る
。
感

情
的
な
距
離
を
縮
め
る
た
め
の
住

民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
も
継
続
的
に

行
わ
れ
る
。時
間
も
手
間
も
か
か

る
が
、情
報
を
し
っ
か
り
住
民
に

提
供
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

が
、ド
イ
ツ
の
ケ
ー
ス
か
ら
わ
か

る
。エ

ネ
ル
ギ
ー
の
話
は
、一
般
の

人
に
は
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
も
の

だ
。メ
デ
ィ
ア
の
情
報
も
個
別
の

電
源
単
位
で
語
ら
れ
る
な
ど
局
所

的
だ
。
そ
れ
ら
を
俯
瞰
し
て
、
総

合
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ッ
ク
ス
を
マ
ク
ロ
的
に
知
る
こ
と
が
重
要
だ
。

他
国
の
状
況
と
比
較
す
る
こ
と
で
理
解
が
深
ま

る
。諸
外
国
の
一
次
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、本
日
の
プ
レ
ゼ
ン
で
取
り
上
げ

た
よ
う
な
諸
外
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
素
材

に
目
を
向
け
る
と
、エ
ネ
ル
ギ
ー
理
解
が
進
む
一

つ
の
方
法
か
も
し
れ
な
い
。

主催者
説 明

3
E
+
S
の
実
現
に
向
け
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス

須
山 

照
子 

（
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
）


